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With a declining birthrate and aging society, while children are decreasing, while a large number of standby children are present, we 
focused on home-based childcare that provides childcare in existing buildings. In this study, we will grasp the plan configuration of 
nursery rooms on private family day care in the 23 wards of Tokyo and the remodeling place etc from the field survey, we will look 
for future problems and expect to be helpful for future childcare environment improvement. 
 
１． 研究背景と目的 
現在、働く女性の増加や子育てに対する価値観の変

化、子育て費用問題などにより、出生率が下がり、少

子化がますます進んでいる。さらに、出産したにも関

わらず、保育所や幼稚園に入れないといった問題も起

きている。そのため、０〜２歳における待機児童は多

く、特に都市部において、顕著に多い傾向にある。し

かし、保育施設が増えていないわけではない。保育施

設は増加しているが、保育のニーズが高まってきてい

るために、数が追いつかないのである。子育て施設の

新設は、多額の費用と時間を必要とし、多数の保育士

が必要となる。一方で、自宅の一部や空室のマンショ

ンの一室を借りながら、少人数による保育環境をつく

っている家庭的保育という形態がある。事業開始まで

のコストが大幅に削減でき、時間を短縮できる上、ア

ットホームな保育を行えるという点で、近年ニーズが

高まってきており、今後も少子化対策のひとつとして、

家庭的保育の増加が期待されている。 
本研究では、待機児童数の多い東京 23区内の家庭的
保育において、実際の保育環境の把握と保育室の平面

構成や改修箇所を調査することで、既存建築における

保育の可能性を把握し、保育環境を整えていくための

一助になることを目的とする。 
２． 研究方法と対象 
東京 23 区内の現在までの家庭的保育を行っている保
育室を対象に実地調査を行うことで、保育室の平面構

成や改修箇所、周辺環境の分析などを行い、利用実態

の把握とともに総括を行う。 
３． 家庭的保育とは 
家庭的保育とは、厚生労働省による「乳児又は幼児	

	

	

について、家庭的保育者の居宅、その他の場所におい	

て、家庭的保育者による保育を行う事業」を指す。ま

た、2015年から成立した「子ども・子育て支援新制
度」 により、財政支援方法が変更され、家庭的保育
は地域型保育給付	 に位置付けられた。 

 

４．実地調査 

現在、家庭的保育における保育室がどのように使わ

れているかを把握するため、８区の認可家庭的保育室

12件に対して調査を行った（表３）。調査は、保育室の
平面構成の把握、保育室の使い方や外部空間などに関

するヒアリング、児童観察を行った。 
① 保育室の平面構成 
７件(No.１〜４,８,10,11)は１室を保育室として設け
ており、昼寝、遊び、食事を同じ部屋で行っているが、

食事は、隣接する部屋で食べている場合もある。４件

(No.５〜７,９)は扉や壁の改修を行い、隣室と一体的に
使用していた。家具で緩やかに空間を分けたり、寝る

ときだけ仕切れるなど工夫も見られた。No.12は、保育
室として２部屋以上を使用しており、廊下を介して、

保育室から別の保育室の移動がなされていた。 
② 利用面積 
  表３の利用面積は、区に登録している保育室に加え、
実際に児童が使用しているスペースとする。表３から、

児童定員５人の保育室は３人の事例に比べ、子供１人 

表１	 家庭的保育の概要 

註１） 

註２） 

職員 資格 保育
室等 給食 児童

人数

０～２歳児
(児童：保育者)３：１
家庭的保育補助者付き　
(児童：保育者+補助者)
５：２

家庭的保育者
(＋家庭的保育補助者)
※市町村長が行う研修終
了した保育士、保育士と同
等以上の知識及び経緯を
有すると市長村長が認め
る場合

０歳～２歳児　
１人当たり3.3㎡

自園調理
(連携施設等から搬入可)
調理設備
調理員
(３名以下の場合、家庭的
保育補助者を置き、調理を
担当すること可)

１～５名

１：日大理工・院（前）・建築　２：日大理工・教員・建築
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当たりたりの面積が小さいことが分かる。さらに、５

人の場合は補助者が多いため、人(子供＋大人)１人当た
りの面積も小さいことが分かった。これは、表２から 
分かるように、３人保育では登録している室面積が小

さいため、隣接する部屋が存在し、子供たちがはみ出

して遊ぶ傾向にあるためだと考えられる。保育室と隣

接する部屋の間では、襖や扉は外されていることが多

く、子供の移動がスムーズにできるようになっていた。

また、おもちゃが多く、収納不足により床に置いてい

るため、保育スペースが小さくなってしまっていると

いった問題も発生していた。 

③ 改修箇所 
11件が、改修工事を行っていた。改修箇所は様々で
あるが、②で述べた通り、一番多かった改修は、扉を

外す、スライド式にするなどの扉部分であった。次に、

多く見られたのは、「子ども・子育て支援新制度」によ

る給食提供の要請のためのキッチン改修であり、クロ

ーゼット内をすべてキッチンにする住宅もあった。No. 
３は、元々、家庭的保育をすることを前提に建て替え

工事を 30 年前に行っていた。No.２は、美容院をリノ
ベーションし、シャンプー台が子供達の洗面台に利用

されているなど工夫がなされていた。 
  

④ 外部空間・周辺環境 
家庭的保育に園庭はないが、戸建住宅では、ポーチ

や駐車場、屋上など、マンションでは、ベランダが、水

遊びなどの外遊びの場として利用されており、日差し

よけや芝生マットを敷くなど、子供達の外遊び環境を

整えている住宅が多かった。散歩は、雨や猛暑日を除

いて、基本的には毎日昼前に近隣の公園や保育園の園

庭開放などへに向かっていた。なお、家庭的保育には

近隣に連携保育園が設定されており、定期的な健康診

断を行ったり、保育者がやむを得ず、保育ができない

場合の仮保育場所として設定されている。 
５．結論 
	 今回の実地調査から、家庭的保育の保育室は、見通

しの良いワンルーム型の保育室が多く、すべての保育

者が、より良い保育環境を整備するため、改修もしく

は建て替えを行っていた。また、外部環境を有効に使

い、子供達の行動範囲を広げていた。一方で、連携保

育園や運営面での課題は多くあり、実態把握が必要で

あると考えられる。 
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表３	 実地調査対象の概要 

表２	 調査対象各平面図	 S=1/600 
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